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 ★被災地等を支援する  【 JOSOたす けあい基金】   は注文番号  5 0 0 2 5 3   1口500円にて毎週受け付けて  います。ご協力よろしくお願い致します。 
 ★  関東子ども健康調査支援基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 2   　1口1000円～　にて毎週受け付けてい  ます。ご協力よろしくお願い致します。 
 ★  東海第二原発差止訴訟基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 1   　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致します。 
 ★  JOSO脱プラ基金  は注文番号：  5 0 0 2 5 4   　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致します。 

 【お知らせ】　  今回配布している「東海第二原発の廃止を求める署名」ですが、  2次締め切りが10月末です。  用紙に記載されていな 
 く、申し訳ありません。よろしくお願い致します。 

 2022-23年度活動テーマ　「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 ＼祝・30年／  「めぐみちゃん」の新米ができました！ 
          遡る事1993年の秋。この年は、全国的にお⽶が⼤不作になった年で、当時輸⼊⽶ 
        （タイ⽶）が注⽬された年でもありました。 
          そんな中、「地元の消費者がお⽶が無くて困っているのでしたら、全量提供しま  
         す」と申し出て頂いたのが、東町特栽⽶耕作者組合（茨城県常総市）の皆さんです。 
         その年、常総⽣協組合員は、輸⼊⽶を⾷べることなく地元のお⽶を⾷べることができ 
         ました。 

          あれから30年。⽣産者の中には残念ながら⾼齢でリタイアする⽅もいらっしゃいま 
         したが、勤めながらもお⽶作りを続けている息⼦さん達も。感謝です。 
          これからも「⽥んぼのある⾵景」を守るためにも、地元のお⽶をみんなで応援して 
         いきましょう。 

 【502001】 水海道のめぐみちゃん(コシヒカリ)白米・5㎏ 特価2,484円（税込） 

 東町特栽米耕作者組合　会長　田口さんからのメッセージ 

 常総⽣協の皆さんとのおつき合いも30年になりますね。⻑年のご利⽤ありが 
 とうございます。私も来年で80歳になります。早いものですね。 
  さて、今年は⽥植え後の豪⾬や今も続く連⽇の⾼気温など、例年にも増して 
 天候が不安定でした。⾼温になると、稲は実を守るためにもみ殻を厚くします。 
 そうなると中のお⽶の粒が⼩さくなってしまい、中には実が⼊らない場合もあ 
 ります。ただ、何とか今のところ順調に育っているかと思います。 
   
  初期除草剤1回のみの栽培で⼀番⼤変なのが、とにかく「雑草取り」です。 
  稲を覆い隠す勢いで、どんどん⽣えてきます。毎年のことですが⼤変な作業でした。 
  ようやく収穫時期を迎え、除草はひと段落です。今年の東町の作柄は「平年並み」というところで 
 しょうか。⻤怒川、⼩⾙川に挟まれた肥沃な⼟壌を活かして丹精込めて育てました。今年もたくさん 
 お召し上がりください︕9⽉23⽇（⼟）の稲刈り交流会でも、ぜひお会いしましょう。 

 2023年9月の予定 

 〇生協基幹運営/地域活動・催し●  〇提携・協同・連帯企画● 

 〇「常総っ子応援団」ゴンタで遊ぼうin流星台プレイパーク 
 夏休みは8/3, 8/4, 8/18, 8/19開催。時間；9時30分～13時30分 
 ※夏休み期間以降は毎週木曜日に外遊び活動をしています！ 

 ・9/16（土）青木農園援農交流会 
 ・9/21（木）地区懇談会＠牛久中央学習センター　1F調理室 
 ・9/28（木）地区懇談会＠柏中央公民館　調理室 
 ・9/27（水）定例理事会 

 ・9/6（水）東海第二原発差止訴訟　原告団世話人会 
 ・9/18（祝・月）平和の集い牛久2023　後援会 
 ・9/20（水）茨城県生協連　理事会 
 ・9/22（金）JFSA理事会 
 ・9/24（日）「原発をやめれば電気料金は安くなる」 
 　　　　　　　大島堅一　後援会　@牛久中央生涯学習センター 



 ★先週（9月2回）のニュースレター「福島第一原発　汚染水が海洋放出されました」記事の続きです。 
   

 ALPS処理汚染⽔、押さえておきたいポイント 〜トリチウムについて〜 
 ※参考⽂献︓FOE Japanより 

 Q︓トリチウムって何︖ 

 ⽔素の同位体である「三重⽔素」で、陽⼦１個と中性 
 ⼦２個から構成されます。半減期12.3年の放射性物質 
 で、ベータ崩壊をし、ヘリウムに変わります。 放出 
 するエネルギーは⼩さく、最⼤で18.6keVで、セシウ 
 ム137の最⼤値512keVの30分の１程度です。 

 トリチウムは⾃然界にも⽔の形で存在しますが、核実 
 験や原発施設からの放出によって増加しています。 

 Q︓トリチウムは安全︖ 

 トリチウムの影響については  専⾨家でも意⾒が分かれています。  政府は、トリチウムからの放射線は 
 紙⼀枚でも遮ることができる、  ⽔と同じ性質を持つため⼈や⽣物への濃縮は確認されていない  と安全 
 性を強調しています。 

 トリチウムが出すベータ線はガンマー線と⽐べて⾶距離が短いのですが、こうした放射性物質が問題 
 になるのは、体内に⼊ったときの影響です。トリチウムが  有機化合物中の⽔素と置き換わり  、⾷物を 
 通して、⼈体を構成する物質と置き換わったときには体内に⻑くとどまり、近くの細胞に影響を与え 
 ること、さらに、  DNAを構成する⽔素と置き換わった場合  には被ばくの影響が強くなること、トリチ 
 ウムがヘリウムに壊変したときにDNAが破損する影響などが指摘されています。 

 Q︓トリチウムは世界中の原発から排出されているから問題ないのでは︖ なぜ、今回の放出だけ問 
 題にされるの︖ 

 今回の処理汚染⽔の放出が、いままでの原発からの排⽔と⼤きく違う点は、処理されているとはい 
 え、  デブリ（核燃料が溶け落ちたもの）に触れた⽔  の放出であるということです。これは  、トリチウ 
 ム以外にも、さまざまな放射性物質を含んでいる  ことを意味します。 

 トリチウムに関して⾔えば、確かにトリチウムは国内外の原発から放出されています。⽇本の沸騰⽔ 
 型原発（BWR）からは1年間に数百〜数兆ベクレル、加圧⽔型原発（PWR）からは数⼗兆ベクレル、 
 まだ完成していませんが、六ヶ所再処理⼯場からはけた違いに多くのトリチウムが排出されます。海 
 外の原発でもトリチウムが放出されています。 ただ、環境中のトリチウムの量が少しずつ多くなるこ 
 との累積的影響についてはまだわかっておらず、世界中の原発から出されているからよい、というこ 
 とにはなりません。 

 Q︓トリチウム濃度を排出濃度基準の『40分の1』に希釈する︖ 

 政府・東電は、処理汚染⽔を海⽔で希釈し、トリチウム濃度を１リットルあたり1,500ベクレルにし 
 て放出するとしています。これは、トリチウムの排出濃度基準１リットルあたり6万ベクレルの「40 
 分の１」と説明されていますが、果たしてそうなのでしょうか︖ 
 6万ベクレル／リットルというのは、原発敷地内に排⽔以外に考慮すべき放射線源がない場合、かつ 
 排⽔中にトリチウムのみが含まれている場合の基準になります。 
 法令上、福島第⼀原発の敷地境界線における追加線量を、年間1ミリシーベルトにすることが求めら 
 れていますが、敷地上のさまざまな放射線源を考慮すれば、液体廃棄物の線量は0.2ミリシーベルト程 
 度に抑える必要があり、また、セシウム134、137、ストロンチウム90など他の放射性物質も含まれ 
 ていることも考慮し、トリチウムの濃度は1,500ベクレル／リットルと決められたという経緯があり 
 ます 
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 愛媛・無茶々園の今年の柑橘についてのお知らせ  （商品部・柿崎洋） 

 　毎年、味の濃い美味しいみかんを私たちにお届けし 
 ている無茶々園。常総生協とのおつき合いも40年近く 
 になります。無茶々園は1974年に有機農業の研究園と 
 して全国からの若者が集ってスタートしました。今で 
 は、その第二世代や地域の内外、海外からも働く仲間 
 が集っています。 

 　他方で、無茶々園と取り巻く環境は大きく変化してい 
 る様です。1つは地域の農業従事者の減少。みかんの 
 生産者も激減しています。もう1つは環境。中でも害虫 
 被害は年々ひどくなっています。 

 　今年特にひどいのが  「ミカンバエ」  です。果実が小さ 
 いうちに卵を産み付け、収穫時に果実内部で孵化する 
 厄介な虫です。毎年、無茶々園から常総生協へは、化 
 学農薬無し～減農薬（ネオニコ無し）の柑橘を届けて 
 頂いていましたが、今年はどうしてもネオニコチノイド 
 系農薬を使わざるを得ない状況とのことです。 

 ※ネオニコチノイド系農薬 
 ・ネオニコチノイド系農薬は、国内では主にお米の「カメムシ防 
 除（殺虫）」に広く使われています。 
 ・生き物の神経系（アセチルコリン受容体）に作用し、神経伝達 
 物質の動きを阻害します。 
 ・農薬の使用量が少ないため、農薬販売会社では「エコな農 
 薬」として広めましたが、他方でミツバチが帰巣できなくなる影 
 響や発育過程の子どもの脳神経にも影響がある事が報告され 
 ており、EUや韓国、アメリカでも禁止の動きです。常総生協でも 
 要注意農薬として注意喚起し、果物を除き野菜と米では使用し 
 ないことになっています。 

 　この間、無茶々園の生産者事務局と「何とか使わない 
 方法は出来ないか」協議してきましたが、地域全体で 
 の対応が今年はどうしても必要である事、代替できる策 
 が現状無いとのことでした。 
 　「今期のみかんは扱わない」という方法もあるかもしれ 
 ませんが、それでは地域の経済が立ち行かなくなりま 
 す。 

 　生産者も苦渋の決断ですが、今季の下記品目につ 
 いてはネオニコチノイド系農薬を使用しますので、ご判 
 断いただきご利用くださいます様よろしくお願い致しま 
 す。 

 ■  対象の柑橘  （7～8月にかけて果皮の厚みが4ｍｍ以 
 下の柑橘） 
 ・温州みかん 
 ・愛媛果試28号（紅まどんな） 
 ・ポンカン 

 無茶々園からお手紙を頂きましたのでご一読ください。 

 常総生活協同組合　組合員のみなさま 

 いつも無茶々園のみかんをご利用いただき、誠に 
 ありがとうございます。季節が巡るのは早いもの 
 で、もうすぐみかんシーズンの到来です。今年も 
 美味しい果実をみなさんにお届けできるよう、無 
 茶々園の農家たちは一年を通して農作業に励んで 
 きました。柑橘が実を結ぶのは一年に一度きり。 
 その年の気候天候によって毎年同じものはできな 
 いのが農業の醍醐味です。今年ならではの一期一 
 会の風味を楽しんでください。 
 　さて、今期の柑橘の生育状況ですが、今のとこ 
 ろどの品種もしっかり実をならしており、玉伸び 
 も順調です。本来なら大喜びで収穫の秋を迎える 
 ところですが、一方で新しい悩みのタネも生まれ 
 ています。それは有機農薬だけでは対応できない 
 病害虫の増加です。これらは果実を食害したり、 
 卵を産みつけたり、樹そのものを枯らしたりする 
 ことにより農家経営に甚大な被害を与えます。 
 放っておくと柑橘業に深刻な影響を及ぼすため、 
 無茶々園以外の生産者団体と連携した地域全体で 
 の対策が必要になっています。そのような事情も 
 あり、今期の温州みかん・愛媛果試28号・ポンカ 
 ンについては、残念ながらネオニコチノイド系農 
 薬での防除を行わねばならなくなりました。私ど 
 もとしても苦渋の決断ですが、産地の窮状を鑑 
 み、何とぞご理解いただけますと幸いです。 

 　最後になりますが、あらためて無茶々園の栽培 
 指針をお伝えします。 
 ①農薬の使用はゼロからスタートして少ない回 
 数に抑える。 
 ②農薬を使用する場合は有機栽培でも使用可能 
 な農薬を優先して選択する。 
 ③化学農薬を使用する場合も最低限度にとどめ 
 る。 
 　上記のように無茶々園の柑橘は、農薬不使用 
 から数回の使用までの栽培状況を包括して出荷 
 に取り組んでいます。その理由は、私たちは単 
 純に「無農薬栽培」という結果をゴールにする 
 のではなく、地域の多くの生産者に参画しても 
 らい、生産者の経営が成り立つ範囲でそれぞれ 
 が病害虫のリスクに向き合って、地域全体とし 
 て農薬の削減や環境に負荷をかけない柑橘栽培 
 を続けていくことを目指しているためです。 
 　いま、温暖化の進行や生産者の高齢化、作業 
 にあたる人手の不足が進み、昔以上に農薬削減 
 が難しい環境になっていることを実感していま 
 す。しかしながら、生まれ育ったこの地で、未 
 来に向かって営々と生きていくためにも、これ 
 からを見据えた地域農業の在り方を常に考えて 
 いきたいと思いますので、これからも何とぞお 
 力添えのほどよろしくお願いいたします。 

 　　　　　　　　　農事組合法人無茶々園 
 　　　　　　　　　株式会社地域法人無茶々園 
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